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◇桜の残る入学式シーズンを経て春らしい陽気を感じるこの頃
ですが，世界情勢を見れば原稿執筆の現在はアメリカ・イス
ラエルによるイラン攻撃に伴って世界は混乱の中にありま
す．化学研究の現場に限って言えば，石油製品や特殊ガスの
供給が影響を受けると予想されており一部の溶媒は入手が困
難になり始めています．そうでなくとも平和な世界の実現を
願ってやみません．
◇今号の「とびら」では分析化学の系譜についてご寄稿をいた
だきました．時代とともに複雑化して曖昧になっていく化学
者の系譜を，ご提案のWEBサービスで見られる日が来たら
いいなと感じて私も登録してみました．「リレーエッセイ」
では分析機器メーカーでのこれまでの歩みをご寄稿いただき
ました．製品の開発プロセスやキャリアデザインという視点
でも非常に示唆に富む内容です．
◇今号もお読みくださりありがとうございました．
 〔O. T.〕

「ぶんせき」次号掲載予定

〈と び ら〉　　　　

　日本語で書く論文の価値と難しさ   久保 拓也

〈入門講座〉　 精密な定量解析を支える網羅分析：基礎技術から実践的応用まで

　GC/MSを使用した網羅分析の基礎と実践   姉川 彩

〈ミニファイル〉　Abbreviations in分析化学 （分析化学で使われる略号）

　SPRに関係する略号   満塩 勝

〈話　　題〉　

　細胞外小胞分析の標準化   前川 正充


